
第７１回北海道高等学校陸上競技選手権大会 監督・主将会議専門部連絡事項（H３０）
１ 全国高校総体について
（１）総合開会式 ８月 １日（水） 場所 三重県営サンアリ－ナ

（２）陸上競技大会 ８月 ２日（木）開始式 ８：３０ 場所 三重交通Ｇスポ－ツの杜伊勢
～ 競技開始 １０：００

８月 ６日（月）競技終了後 表彰式

（３）宿泊・参加料・プログラムについて
①宿泊は配宿センターホームページ内にある宿泊申込書様式に必要事項を入力し申込登録する。その内容

をプリントアウトし、学校長印を押印して速やかに陸上専門部（札幌厚別高校坂井宛）に送付してくだ
さい。（キャンセルは厳禁）

②宿泊予納金はありません。すべて宿泊先で精算することになりました。
③監督は１校１名（男女各１名づつ出場する場合も１校１名とします）。
選手が７名以上の場合は、１名プラスして申込みできます（監督か補欠選手またはマネージャー
のいずれか１名）。

④参加料は選手１名４，０００円。
⑤プログラム １部１，８００円（引率者と参加選手は全員購入となります）。
＊ 参加料とプログラム代につきましては、全国大会の参加申込み時にお支払い願います。

（４）参加申込書（様式２）について
記載要領にもとづき正確に記入してください。
（様式２）の最高記録は、支部大会・全道大会の予選から決勝までの公認最高記録を記入してください。

（５）北海道選手団の総監督・男子監督・女子監督については専門部から依頼したいと思います。

＊全国監督会議は ７月３１日（火） １３時 ～ 場所 ： 三重交通Ｇスポ－ツの杜伊勢陸上競技場

＊北海道選手団の顧問会議は行いません。

＊プログラム・IDカード等の学校受付は、本競技場正面入口付近の選手受付場所で貰えます。

※ ナンバーカードについては競技場に来られた際に坂井より顧問の先生へ手渡します。

（６） 駐車スペ－スは各都道府県割り当て５台５枚。マイクロバスは不可。

（７） 選手控え場所（テント）・横断幕のぼりの配置は場所指定。※北海道はＥブロック。

※選手控え場所（テント）・横断幕のぼり設置を希望する学校は全国大会申込み時に抽選します。

（８）男女の走高跳・棒高跳以外の種目の決勝で、同着者（トラック競技は着差が無い場合）が出た場合は、
６位６名に拘らず、全国大会の出場資格が与えられます。但し男女の走高跳・棒高跳については、
ジャンプオフを行い６位６名とします。

（９）男女の混成競技については、各ブロック大会の４位～６位までの入賞者（３３名）の中から、上位５名
に全国大会の出場資格が与えられます。（未公認記録も可とする。）

（１０）今後の総体開催県

（H30 三重 H31 沖縄 H32 未定【東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ】 H33 福井 H34 徳島 H35 北海道）

平成 31 年度（2019 年）第 72 回南九州総体（沖縄）

総合開会式 平成 31 年 7月 27 日（土） 鹿児島県・鹿児島アリ－ナ

陸上競技大会 平成 31 年 8月 4日（日）～ 8日（木） 沖縄県・総合運動公園陸上競技場。

２ 今後の全道大会開催地・当番校
・平成３１年度十勝支部（帯広柏葉） ・平成３２年度函館支部（函館工業）
・平成３３年度室蘭支部（登別青嶺） ・平成３４年度釧根支部（釧路明輝）

３ 全道新人大会
９月１９日（水）～９月２１日（金）帯広の森陸上競技場

・平成３１年度函館支部 ・平成３２年度室蘭支部
・平成３３年度釧根支部 ・平成３４年度札幌支部



４ 全道高校駅伝競走大会について
（１）全道高校駅伝競走大会

①期日 １０月１２日（金） ※平日開催 札幌市真駒内公園発着コース。
②合同チームも参加できます。多数参加して頂けることを望んでおります。
（参加選手は登録が必要です。未登録者は追加登録をしてください。）
③全道高校駅伝競走大会実行委員会が運営にあたります。出場校は受付で要項・参加申込用紙等を受け
取ってください。

④平成３１年度の開催場所は北見市で実施（当番校 北見緑陵高校）、平成３２年度は札幌開催。
（２）全国高校駅伝競走大会

期日 １２月２３日（日）京都市 （女子の記念大会にあたるので優勝校と準優勝校が参加できます。）

５ その他
（１）インタ－ハイ７０年史・高校年鑑をご購入頂きありがとうございました。
（２）本大会は２０１８年度（公益財団法人）日本陸上競技連盟競技規則及び本大会の申し合わせ事項によっ

て運営されます。
（３）本競技場及び補助競技場で練習する場合、走路での接触事故や投擲練習中の事故が心配されます。注意

事項を十分守り係の指示にしたがってください。また、タイムトライアル等の練習は厳禁とします。
（４）競技場の開門時間・テント等の場所取りについては、注意事項を守り、必ず指定された場所に張るよう

お願いします。また、トラブルにならないように十分ご注意ください。
（５）駐車場については指定された場所に必ず止めてください。路上駐車は厳禁。
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